職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
不動産鑑定士◯名体制の鑑定事務所にて、◯年間、金融機関向けの担保評価を中心に年間◯件の鑑定評価業務を担当しています。オフィスビル・商業ビル・賃貸マンションなどの収益物件では取引事例比較法と収益還元法（直接還元法・DCF法）を併用し、賃料水準や稼働率の根拠資料を案件ごとに整理する進め方をとっています。近年は相続・遺産分割に伴う時価評価や、事業再編に伴う不動産のデューデリジェンス案件も担当し、税理士・弁護士との打ち合わせにも同席しています。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：不動産鑑定士◯名体制の鑑定事務所。金融機関・事業会社向けの鑑定評価および価格調査が主力
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：不動産鑑定
【担当業務】
・金融機関向け担保評価（オフィス・商業ビル・賃貸マンション・事業用地）の鑑定評価書作成（年間◯件）
・相続・遺産分割に伴う土地建物の時価評価、および税理士・弁護士との内容確認・打ち合わせ
・登記情報・公図・地積測量図の確認、法務局・役所調査、現地調査と賃貸市況・取引事例の収集
・収益物件の収支分析（NOI・NCFの算定、還元利回りの査定）とDCF法による試算、評価書ドラフト作成
・依頼者への評価結果の説明および前提条件・査定根拠に関する質疑対応
【実績】
・年間◯件の評価を担当し、案件ごとに調査事項と必要資料をまとめた進行表を作成して、依頼受付から納品までの平均日数を約◯%短縮した
・収益物件のDCF試算に用いるExcelシートの入力項目と検算欄を統一し、事務所内でレビュー時の指摘件数が月◯件から◯件に減少した


■活かせる経験・知識・スキル
・評価手法の適用（原価法・取引事例比較法・直接還元法・DCF法）
・登記情報・公図・地積測量図の読解、法務局・役所での法令制限調査
・収益物件の収支分析（NOI・NCF算定、還元利回り・割引率の査定）
・評価書・報告資料の作成（Word・Excel・PowerPoint）、鑑定評価システムの操作
■資格
・不動産鑑定士（20XX年X月登録）
・宅地建物取引士（20XX年X月取得）
■自己PR
権利関係が入り組んだ物件の調査と整理が私の強みです。借地権・底地や共有地を含む案件では、登記事項証明書・公図・地積測量図の照合と役所での法令制限の確認を行い、契約内容や利用状況について依頼者へのヒアリング事項を事前に一覧化してから現地調査に臨み、評価額の前提条件を評価書に明記する運用を続けてきました。貴社でも、調査事項と判断の根拠を残す進め方で、依頼者や関係専門家からの質疑に耐える評価書作成に貢献したいと考えています。
以上
